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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成27年11月5日(2015.11.5)

【公開番号】特開2013-68217(P2013-68217A)
【公開日】平成25年4月18日(2013.4.18)
【年通号数】公開・登録公報2013-018
【出願番号】特願2012-201035(P2012-201035)
【国際特許分類】
   Ｆ０３Ｄ   9/00     (2006.01)
   Ｆ０３Ｄ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０３Ｄ    9/00     　　　Ｇ
   Ｆ０３Ｄ    9/00     　　　Ｆ
   Ｆ０３Ｄ   11/00     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月9日(2015.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  航空機の外部のエアストリームに曝されたときに航空機内で電力を生成するラムエアタ
ービンシステムであって、
  複数のブレードと、該ブレードに動作可能に結合されたタービン出力シャフトとを有し
、前記ブレードの回転によって前記タービン出力シャフトが回転するようになったタービ
ンと、
  内部を定める本体を備えるハウジングと、
  前記内部に配置され、ギアボックス出力要素を備えた増速ギアトレーンを有し且つ前記
タービン出力シャフトに動作可能に結合されて該ギアボックス出力要素が前記ブレードよ
りも高速度で回転するようになるギアボックスと、
  前記内部に配置され、ステータ及びロータを有して該ロータが前記ギアボックス出力要
素に動作可能に結合される発電機と、
  前記ギアボックスから前記発電機まで延びて前記本体内に形成された通路によって少な
くとも部分的に形成された冷却材回路を有し、該冷却材回路内を循環する冷却材によって
前記ギアボックス及び前記発電機から前記ハウジングに熱が伝達されるようになった、前
記ギアボックス及び前記発電機を冷却するための、前記本体と一体化された熱交換器と、
を備え、
前記タービン、ギアボックス、前記熱交換器、及び発電機が直線的に配列されて、前記ブ
レードを通過するエアストリームが前記ギアボックス、前記熱交換器、及び前記発電機に
わたって流れ、再循環する前記冷却材から前記ハウジングを介して前記エアストリームへ
の熱伝達を可能にする、ラムエアタービンシステム。
【請求項２】
  前記ハウジングが更に、外向きに突出する冷却フィンを含む、請求項１に記載のラムエ
アタービンシステム。
【請求項３】
  前記通路の少なくとも一部が前記冷却フィン内に配置される、請求項２に記載のラムエ
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アタービンシステム。
【請求項４】
  前記冷却フィンが、前記ハウジングの周辺の周りに間隔を置いて配置される、請求項３
に記載のラムエアタービンシステム。
【請求項５】
  前記冷却材回路に流体結合されて前記冷却材回路に冷却材を供給する冷却材サンプを更
に備える、請求項１に記載のラムエアタービンシステム。
【請求項６】
  前記冷却材サンプ及び前記冷却材回路の少なくとも一方に流体結合されて前記冷却材サ
ンプから前記冷却材回路を通って冷却材を再循環させるポンプを更に備える、請求項５に
記載のラムエアタービンシステム。
【請求項７】
  前記サンプ及びポンプが前記ギアボックス内に配置される、請求項６に記載のラムエア
タービンシステム。
【請求項８】
  前記増速ギアトレーンが前記ポンプを駆動する、請求項７に記載のラムエアタービンシ
ステム。
【請求項９】
  前記発電機が、２０，０００ｒｐｍで少なくとも３０ｋＷを生成するよう構成される、
請求項１に記載のラムエアタービンシステム。
【請求項１０】
  前記増速ギアトレーンは、前記出力要素が前記タービン出力シャフトの所定回転速度に
応答して２０，０００ｒｐｍで回転するように選択される、請求項９に記載のラムエアタ
ービンシステム。
【請求項１１】
  前記タービン出力シャフトの所定回転速度が６，０００ｒｐｍである、請求項１０に記
載のラムエアタービンシステム。
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